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第 5問 

 四角形 𝐴𝐵𝐶𝐷 において、𝐴𝐵 = 4 , 𝐵𝐶 = 2 , 𝐷𝐴 = 𝐷𝐶 であり、4 つの頂

点 𝐴, 𝐵, 𝐶, 𝐷 は同一円周上にある。対角線 𝐴𝐶 と対角線 𝐵𝐷 の交点を 𝐸、

線分 𝐴𝐷 を 2 ∶ 3 の比に内分する点を 𝐹、直線 𝐹𝐸 と直線 𝐷𝐶 の交点を 𝐺 

とする。 

 

 

参考図 

 

次の   ア   には ⓪ ～ ④ のうちから当てはまるものを一つ選べ。 

 

 ∠𝐴𝐵𝐶 の大きさが変化すると四角形 𝐴𝐵𝐶𝐷 の外接円の大きさも変化する

ことに注意すると、∠𝐴𝐵𝐶 の大きさがいくらであっても、∠𝐷𝐴𝐶 と大きさが

等しい角は、∠𝐷𝐶𝐴 と ∠𝐷𝐵𝐶 と   ア   である。 

 

⓪  ∠𝐴𝐵𝐷  ①  ∠𝐴𝐶𝐵  ②  ∠𝐴𝐷𝐵 

③  ∠𝐵𝐶𝐺  ④  ∠𝐵𝐸𝐺 

 

 このことより 
𝐸𝐶

𝐴𝐸
=

  イ  

  ウ  
  である。次に Δ𝐴𝐶𝐷 と直線 𝐹𝐸 に着目すると、

𝐺𝐶

𝐷𝐺
=

  エ  

  オ  
 である。 



 

(1) 直線 𝐴𝐵 が点 𝐺 を通る場合について考える。 

 このとき、Δ𝐴𝐺𝐷 の辺 𝐴𝐺 上に点 𝐵 があるので、𝐵𝐺 =   カ    である。 

また、直線 𝐴𝐵 と直線 𝐷𝐶 が点 𝐺 で交わり、4 点 𝐴, 𝐵, 𝐶, 𝐷 は同一円周

上にあるので、𝐷𝐶 =   キ   √  ク    である。 

 

(2) 四角形 𝐴𝐵𝐶𝐷 の外接円の直径が最小となる場合について考える。 

 このとき、四角形 𝐴𝐵𝐶𝐷 の外接円の直径は   ケ   であり、∠𝐵𝐴𝐶 =  コサ   °  

である。 

 また、直線 𝐹𝐸 と直線 𝐴𝐵 の交点を 𝐻 とするとき、
𝐺𝐶

𝐷𝐺
=

  エ  

  オ  
 の関係

に着目して 𝐴𝐻 を求めると、𝐴𝐻 =   シ   である。 

 

 

 

Δ𝐷𝐴𝐶 は 𝐷𝐴 = 𝐷𝐶 より二等辺三角形であるため、∠𝐷𝐴𝐶 = ∠𝐷𝐶𝐴 が成り

立つ。また、円周角の定理より 

 

∠𝐷𝐴𝐶 = ∠𝐷𝐵𝐶, ∠𝐷𝐶𝐴 = ∠𝐴𝐵𝐷 

 

となるため、∠𝐷𝐴𝐶 は ⓪ ∠𝐴𝐵𝐷 とも大きさが等しい。 

 



 このことより Δ𝐴𝐵𝐶 において、線分𝐵𝐸 は ∠𝐵 の二等分線になるため、 

 

𝐴𝐸 ∶ 𝐸𝐶 = 𝐴𝐵 ∶ 𝐵𝐶 = 2 ∶ 1 ⇒
𝐸𝐶

𝐴𝐸
=

𝟏

𝟐
 

 

である。 

 

（上の図で、丸や四角で囲まれた数字は長さの比を表す。囲まれていない 

数字は実際の長さを表す。以降の図でも同様） 

次に、直線 𝐹𝐸 に平行で点 𝐶 を通る直線と線分 𝐴𝐷 との交点を 𝐶′ とする。
このとき 

 

𝐴𝐹 ∶  𝐹𝐶′ = 𝐴𝐸 ∶ 𝐸𝐶 = 2 ∶ 1 ⇒ 𝐷𝐹 ∶ 𝐴𝐹 ∶  𝐹𝐶′ = 3 ∶ 2 ∶ 1 

 

となるため、 

 

𝐺𝐶 ∶  𝐷𝐺 = 𝐹𝐶′: 𝐷𝐹 = 1 ∶ 3 ⇒
𝐺𝐶

𝐷𝐺
=

𝟏

𝟑
 

 

である。 

 

(1) 直線 𝐴𝐵 が点 𝐺 を通る場合について考える。 

 このとき、Δ𝐴𝐺𝐷 の辺 𝐴𝐺 上に点 𝐵 がある。線分 𝐷𝐵 に平行で点 𝐶 を

通る直線と線分 𝐴𝐺 との交点を 𝐵′ とする。このとき 

𝐴𝐵 ∶ 𝐵𝐵′ = 𝐴𝐸 ∶ 𝐸𝐶 = 2 ∶ 1 ⇒   𝐵𝐵′ = 𝐴𝐵 ×
1

2
= 2 



𝐵𝐵′ ∶ 𝐵′𝐺 = 𝐷𝐶 ∶ 𝐶𝐺 = 2 ∶ 1 ⇒   𝐵′𝐺 = 𝐵𝐵′ ×
1

2
= 1 

 

となるので、𝐵𝐺 = 𝐵𝐵′ + 𝐵′𝐺 = 𝟑 である。 

 

 

 

また、直線 𝐴𝐵 と直線 𝐷𝐶 が点 𝐺 で交わり、4 点 𝐴, 𝐵, 𝐶, 𝐷 は同一円周

上にあるので、∠𝐺𝐴𝐷 = ∠𝐺𝐶𝐵, ∠𝐺𝐷𝐴 = ∠𝐺𝐵𝐶 、つまり 𝛥𝐺𝐴𝐷 と Δ𝐺𝐶𝐵 

は相似である。したがって、 

 

𝐺𝐵 ∶ 𝐺𝐷 = 𝐺𝐶 ∶ 𝐺𝐴 ⇒ 𝐺𝐷 ⋅ 𝐺𝐶 = 𝐺𝐴 ⋅ 𝐺𝐵 = 21 

 

が成り立つ。ここで 𝐺𝐷 =
3

2
𝐷𝐶, 𝐺𝐶 =

1

2
𝐷𝐶 を代入すると 

 

𝐺𝐷 ⋅ 𝐺𝐶 =
3

4
𝐷𝐶2 = 21 ⇒   𝐷𝐶 = √28 = 𝟐 √𝟕 

 

である。 

 

(2) 四角形 𝐴𝐵𝐶𝐷 の外接円の直径が最小となる場合について考える。𝐴𝐵 = 4 

であるため、外接円の直径は 4 以上でなければならない。外接円の直径が 4 で

あるような四角形 𝐴𝐵𝐶𝐷 も作図できるため、直径が最小となる場合、直径は 

𝟒  である。このとき、𝛥𝐴𝐵𝐶  は  ∠𝐶 = 90°  の直角三角形であり、また 

𝐴𝐵 = 4, 𝐵𝐶 = 2 であることから ∠𝐵𝐴𝐶 = 𝟑𝟎°  である。 



 

 

 𝛥𝐵𝐴𝐷 と 𝛥𝐴𝐵𝐶 に関して、線分 𝐵𝐷 は ∠𝐴𝐵𝐶 の二等分線であるため 

 

∠𝐴𝐵𝐷 =
(90° − 30°)

2
= 30° = ∠𝐵𝐴𝐶 

 

であり、∠𝐴𝐷𝐵 = ∠𝐵𝐶𝐴 = 90°, 𝐵𝐴 = 𝐴𝐵 でもあるため、𝛥𝐵𝐴𝐷 ≡ Δ𝐴𝐵𝐶 

である。このことから、 

 

∠𝐷𝐶𝐴 = ∠𝐷𝐵𝐴 = ∠𝐶𝐴𝐵 

 

となるため、直線 𝐷𝐶 と直線 𝐴𝐵 が平行であることがわかる。 

 

直線 𝐹𝐸 と直線 𝐴𝐵 の交点を 𝐻 とするとき、
𝐺𝐶

𝐷𝐺
=

1

3
 の関係より、 

 

𝐺𝐶 ∶ 𝐶𝐷 = 1 ∶ 2 = 𝐴𝐻 ∶ 𝐴𝐵 

 

となるため、𝐴𝐻 =  𝐴𝐵/2 = 𝟐 である。 

 

第 5問の正解 

ア イ ウ エ オ 

0 1 2 1 3 

カ キ ク 

3 2 7 

ケ コサ シ 

4 30 2 

 


